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　見島は北灯台の方角から見ると牛の形に見えます。古来の
和牛・見島牛（国の天然記念物に産地指定）が、08年12月から初
めて東京・上野動物園で飼育展示されています（10 ページ）。
　クロマグロ大会で優勝した俳優の松方弘樹さんは「日本海
の絶海の孤島・見島の海はきれいで、自然が豊か。本土では
観察されない野鳥もいて非常に楽しい」（３ページ）。
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今年は松陰先生（1830〜1959）
殉節150年、伊藤博文公（1841
〜1909）100年の節目の年。

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ

～
若
き
志
士
た
ち
～
」公
演
！

吉
田
松
陰
没
後
１
５
０
年
を
記
念
し
て
、
11
月
21
、
22
日
、

萩
市
民
館
で
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
～
若

き
志
士
た
ち
～
」
が
公
演
さ
れ
ま
す
。

　

98
、
99
年
に
萩
市
の
市
民
劇
団
、
シ
ア
タ
ー
３
６
５
萩
オ
フ
ィ

ス
「
劇
団
さ
く
ら
組
」
が
公
演
し
て
好
評
だ
っ
た
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
は
、
吉
田
松
陰
の
生
涯
と
彼
の
遺
し
た
数
々
の
現
代
に
通
ず

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
歌
、
ダ
ン
ス
、
芝
居
で
織
り
交
ぜ
た
地
域
発

信
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
舞
台
で
、
今
年
３
月
に
公
募
し
た
出
演
者
、
ス

タ
ッ
フ
が
舞
台
を
創
り
上
げ
ま
す
。

萩ネットワーク協会会長

　

旧
年
は
、
波
瀾
万
丈
の
一
年
。
春

か
ら
の
石
油
価
格
の
高
騰
、
秋
に
は

一
転
し
て
米
国
に
端
を
発
し
た
世
界

経
済
の
同
時
不
況
入
り
。
大
恐
慌
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
事
態
で
す
。
政
治

の
世
界
も
混
迷
を
極
め
て
い
ま
す
。

　

金
融
市
場
の
混
乱
を
契
機
と
し
た

世
界
同
時
不
況
は
、
萩
の
経
済
に
も

少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

「
金
融
は
水
の
よ
う
な
も
の
。
水
が

な
け
れ
ば
事
業
は
止
ま
っ
て
し
ま

う
」。
金
融
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ

う
に
、
国
・
県
も
諸
施
策
を
展
開
中

で
す
。
萩
市
も
各
機
関
に
強
く
要
請

す
る
と
と
も
に
、
救
済
措
置
が
有
効

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
合
併
後
、
各
地
域
の
多

く
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
支
援
に
よ

り
、
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成

や
施
策
の
調
整
・
統
一
が
図
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
新
市
の
面
積
は
、
東
京

の
23
特
別
区
よ
り
も
広
い
。
緑
が
連

な
る
中
に
展
開
す
る
整
備
さ
れ
た
田

畑
、
県
内
最
大
級
の
農
業
生
産
地
。

そ
し
て
島
々
が
点
在
す
る
青
い
海
に

は
、
日
本
海
で
も
有
数
の
漁
場
が
開

け
て
い
ま
す
。

　

新
市
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の

な
い
貴
重
な
資
源
で
す
。
こ
の
資
源

を
今
後
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
賑
い

に
結
び
つ
け
る
か
、
今
後
の
課
題
で

す
。

　

今
年
は
松
陰
先
生
殉
節
１
５
０

年
、
伊
藤
博
文
公
１
０
０
年
の
節
目

の
年
。
一
方
、
新
年
の
経
済
社
会
環

境
は
、
今
ま
で
に
な
い
厳
し
い
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
維
新
・

近
代
化
へ
向
け
て
努
力
し
て
き
た
先

人
に
学
び
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
難
局
を
創
意
と
勇
気
と
熱
意

を
も
っ
て
臨
み
、
萩
の
底
力
を
示
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
民
憲
章

に
あ
る
よ
う
に
「
進
取
の
気
風
を
受

け
継
ぎ
、
未
来
に
向
か
っ
て
発
展
す

る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」。

　

末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
の

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

萩市長　野村興兒

伊藤博文も没後100年！
秋に企画展

　今年は、長州ファイブの１人で初代内
閣総理大臣の伊藤博文も没後１００年
を迎えます。萩博物館では、これを記念
して伊藤博文ゆかりの品や遺墨などを
紹介する展覧会を秋頃に開催予定です。

映画「松陰」製作決定！
秋に全国公開

11月21、22日

松
陰
神
社
（
上
田
俊と

し
な
り成

宮
司
）
で
は
、
吉
田
松
陰
殉
節

１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
吉
田
松
陰
の
著

述
や
書
簡
類
、
遺
墨
な
ど
を
収
蔵
・
展
示
す
る
「
松
陰
神
社
宝
物

殿
」
を
、
松
陰
の
命
日
に
あ
た
る
10
月
27
日
に
開
館
し
ま
す
。

　

宝
物
殿
は
、
社
殿
に
向
か
う
参
道
を
挟
ん
で
松
下
村
塾
の
反

対
側
に
建
設
さ
れ
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
約

５
０
０
㎡
、
外
観
は
既
に
完
成
し
て
い
ま
す
。
松
陰
が
門
弟
や
家

族
に
あ
て
た
手
紙
を
展
示
す
る「
留
魂
の
間
」や
松
下
村
塾
で
使
っ

た
教
科
書
な
ど
を
並
べ
る
「
時
代
の
書
院
」、
目
の
前
に
あ
る
松

下
村
塾
を
小
窓
で
の
ぞ
き
な
が
ら
音
声
で
説
明
が
聞
け
る
「
村
塾

の
観
席
」
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
。

松
陰
神
社
に
宝
物
殿

10
月
27
日
開
館

「踏海の朝」像（下田市）

　映画タイトルは「獄（ひとや）に咲
く花ー吉田松陰の恋」。
　古川薫氏の「野山獄相聞抄」を原作に、
吉田松陰の短くも、熱く、純粋な生涯を
女因「高須久子」の目を通して描きます。
　久子は、松陰が野山獄で心通わせた
女性と言われています。（15 ページ）
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●
萩
・
三
隅
道
路　

三
見
明
石
～
三

隅
間
が
開
通
（
２
月
）

　
「
萩
・
三
隅
道
路
」（
15
・
２
㎞
）

の
う
ち
、
三
見
明
石
～
三
隅
間（
7.1

㎞
）が
将
来
の
山
陰
自
動
車
道
と
し

て
山
口
県
内
初
の
開
通
。
残
り
の
三

見
明
石
～
萩（
椿
）間（
8.1
㎞
）は
平
成

23
年
の
山
口
国
体
ま
で
の
全
線
開
通

を
目
指
す

●
萩
商
工
高
校
の
新
校
舎
が
完
成

（
４
月
）

　

平
成
18
年
に
新
た
に
萩
商
工
が
開

校
。
３
月
に
は
両
校
の
最
後
の
卒
業

式
が
行
わ
れ
る

●
お
い
で
ま
せ
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
（
７

登
場
す
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
デ
ィ
ス
カ

バ
ー
ウ
エ
ス
ト
の
ポ
ス
タ
ー
や
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
が
全
国
展
開

●
明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
事
業

（
８
～
９
月
）

　

１
８
６
４（
元
治
元
）年
の
下
関
戦

争
で
イ
ギ
リ
ス
軍
が
戦
利
品
と
し
て

持
ち
帰
っ
た
長
州
砲
が
１
４
４
年
ぶ

り
に
英
国
か
ら
萩
に
里
帰
り

●「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺

産
群
」
が
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ

の
追
加
決
定
（
９
月
）

　

萩
市
を
含
む
６
県
11
市
の
共
同
提

案
で
、
萩
市
か
ら
の
構
成
資
産
は
萩

反
射
炉
、
松
下
村
塾
、
恵
美
須
ヶ
鼻

造
船
所
跡（
椿
東
）の
３
件

　

昨
年
５
月
か
ら
、
都
市
と
地
方
の

税
収
格
差
是
正
対
策
と
し
て
「
ふ
る

さ
と
寄
附
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
萩
を
愛
す

る
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

す
で
に
１
２
０
０
万
円
以
上
の
寄
附

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
12
月
17
日
時

点
で
４
２
７
件
、約
１
２
３
４
万
円
）。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
で
ふ
る
さ

と
寄
附
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
掲
載

の
承
諾
を
得
た
方
の
ご
芳
名
を
、
別

紙
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

見
島
周
辺
で
豪
快
な
マ
グ
ロ
釣
り

を
楽
し
み
、
八
里
ヶ
瀬
の
漁
場

を
守
ろ
う
と「
第
11
回
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」（
11
月
23
～
25
日
）で
、

俳
優
の
松
方
弘
樹
さ
ん
が
３
０
０
kg
超

の
特
大
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
釣
り
上
げ
優
勝

し
ま
し
た
。

　

全
国
紙
や
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
、
フ
ジ
テ

レ
ビ
の
「
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」、
テ

レ
ビ
朝
日
の
「
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
な
ど
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
ヤ
フ
ー

の
ニ
ュ
ー
ス
フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
各
報
道

で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
多
い
は
ず
。
見
島
が
全
国

で
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

松
方
さ
ん
が
釣
り
上
げ
た
の
は
、
見

島
の
北
沖
約
６
km
の
海
域
。
23
日
午
前

９
時
ご
ろ
ヒ
ッ
ト
し
、
約
１
時
間
の
格

闘
の
末
よ
う
や
く
釣
り
上
げ
ま
し
た
。

「
ま
る
で
牛
や
馬
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ

う
な
す
ご
い
引
き
だ
っ
た
」
と
松
方
さ

ん
。
す
ぐ
に
寄
港
し
て
、
県
漁
協
宇
津

支
店
の
計
量
器
で
体
重
を
量
り
ま
し
た

が
、
３
０
０
㎏
の
目
盛
り
を
オ
ー
バ
ー

し
て
計
測
不
能
で
し
た
。

　

マ
グ
ロ
は
、
空
輸
さ
れ
、
東
京
・
築

地
市
場
で
検
量
３
０
５
kg
（
内
臓
や
エ

ラ
を
除
く
）、
全
長
２
・
５
５
ｍ
。
競
り

で
、
約
２
０
５
万
円
（
税
込
）
の
値
が

付
き
ま
し
た
。
３
０
０
㎏
超
は
見
島
で

こ
れ
ま
で
４
本
し
か
上
が
っ
て
い
な
い
、

超
大
物
。

　

松
方
さ
ん
は
、
釣
り
好
き
で
知
ら
れ
、

見
島
に
も
16
、
17
年
前
か
ら
通
っ
て
い

る
縁
で
、
こ
の
大
会
に
初
参
加
。「
ク

ロ
マ
グ
ロ
で
３
０
０
㎏
超
は
初
め
て
。

宝
く
じ
に
当
た
っ
た
よ
う
な
も
の
。
夢

が
か
な
っ
た
。
マ
グ
ロ
が
海
か
ら
姿
を

現
し
た
と
き
、
本
当
に
こ
ん
な
魚
が
い

る
の
か
と
、
足
が
ふ
る
え
た
。
だ
か
ら
、

マ
グ
ロ
釣
り
は
や
め
ら
れ
な
い
。
来
年

以
降
も
大
会
に
参
加
し
た
い
」

　

見
島
沖
の
八
里
ヶ
瀬
は
、
対
馬
暖
流

と
、
起
伏
に
富
ん
だ
海
底
の
地
形
が
あ

い
ま
っ
て
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
回
遊
、
滞

留
す
る
日
本
有
数
の
好
漁
場
。
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
は
、
見
島
観
光
協
会
や
漁
協
な

ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
（
赤
崎
望
会

長
）
が
主
催
。

大物俳優が大物を釣り上げる！

２・５
５
ｍ
の
巨
大
ク
ロ
マ
グ
ロ
。
松
方
さ
ん
が
小
さ
く
見
え
る
！

身
長
１・７
３
ｍ
の
松
方
弘
樹
さ
ん

～
９
月
）

　

山
口
県
内
で
大

型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、

期
間
中
、
萩
市
を

舞
台
に
女
優
の
仲

間
由
紀
恵
さ
ん
が

萩反射炉

長州砲

「
牛
や
馬
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
な

す
ご
い
引
き
」

「
宝
く
じ
に
あ
た
っ
た
よ
う
な
も
の
」

見
島
沖
は
好
漁
場
！

２
０
０
８

萩
市
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
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が
、
他
方
、
歌
舞
音
曲
が
好
き
で
兼
常

の
進
路
に
は
理
解
が
あ
っ
た
。

　

当
時
の
家
計
に
つ
い
て
兼
常
は
「
私

の
家
の
夏
ミ
カ
ン
の
畑
や
、
ハ
ギ
町

か
ら
20
キ
ロ
た
ら
ず
離
れ
た
い
な
か
の

畑
や
田
や
そ
の
あ
た
り
の
貸
家
な
ど
か

ら
上
が
る
銭
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
祖
父

が
ト
ノ
サ
マ
か
ら
も
ら
っ
た
り
、
父
が

先
生
を
し
て
い
た
時
に
日
給
を
た
め
て

買
っ
て
お
い
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。」

と
。こ

う
し
た
環
境
下
、
彼
は
萩
中
学

か
ら
山
口
高
校
理
科
へ
、
そ
し

て
京
都
大
学
文
学
部
の
哲
学
科
で
古
代

ギ
リ
シ
ャ
思
想
を
学
び
、
次
い
で
明
治

42
年
24
歳
で
大
学
院
に
進
ん
で
本
格
的

に
音
楽
を
研
究
し
た
。
こ
こ
で
「
日
本

の
音
楽
に
つ
い
て
の
一
観
察
」
と
い
う

論
文
を
書
き
文
学
博
士
に
な
る
。

　

兼
常
が
常
人
と
違
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な

の
は
、
30
歳
で
さ
ら
に
東
京
音
楽
学
校

ピ
ア
ノ
科
に
入
学
し
た
こ
と
だ
。
そ
し

て
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
は
ド
イ

ツ
に
留
学
し
て
20
世
紀
初
頭
の
西
洋
音

楽
の
実
態
に
直
に
触
れ
て
い
る
。

兼
常
に
は
語
学
の
才
が
あ
っ
た
よ

う
で
渡
欧
直
後
に
婚
約
者
佐
藤

篤
子
に
宛
て
た
便
り
で
「
ニ
ホ
ン
語
よ

り
ほ
か
の
コ
ト
バ
で
自
分
の
心
を
言
い

表
し
、
そ
れ
が
相
手
の
外
国
の
人
に
通

じ
る
こ
と
の
嬉
し
さ
は
格
別
だ
」
と
記

し
て
い
る
か
ら
、
西
欧
知
識
の
吸
収
力

は
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し

た
武
士
の
末
裔
、
理
科
、
哲
学
、
音
楽

理
論
と
実
技
、
西
欧
事
情
と
い
っ
た
多

面
的
な
経
験
が
、
彼
の
論
理
構
成
の
基

盤
に
な
っ
て
い
る
。

　

彼
は
終
世
在
野
の
研
究
者
と
し
て
過

し
、
名
著
と
い
わ
れ
る
「
日
本
語
の
研

究
」
を
は
じ
め
「
西
洋
音
楽
と
日
本
音

楽
」「
日
本
民
謡
の
蒐
集
及
研
究
」「
シ
ョ

パ
ン
」「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
死
」
な
ど

50
冊
を
超
え
る
著
作
を
残
し
、
ま
た
随

筆
で
は
「
音
楽
の
聴
き
方
」「
ビ
ー
ル

礼
賛
」「
素
人
の
美
術
館
」「
女
性
論
」

「
ジ
ャ
ズ
、
花
火
」「
夏
の
野
菜
」「
ピ

政
権
が
内
閣
制
度
を
創
設
し
初
代
の
総

理
大
臣
に
萩
出
身
の
伊
藤
博
文
が
就
い

た
時
期
、
ま
た
萩
で
は
、
秩
禄
士
族
の

救
済
に
と
小
幡
高
政
ら
が
始
め
た
夏
ミ

カ
ン
の
栽
培
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ

ろ
で
あ
る
。

　

兼
常
の
自
伝
的
な
作
品
に
よ
れ
ば

「
私
の
家
は
、
裏
ニ
ホ
ン
の
海
部
の
町
・

萩
港
の
片
い
な
か
に
あ
っ
た
。
先
祖
代

代
、
そ
の
土
地
の
ト
ノ
サ
マ
の
モ
ー
リ

家
に
つ
か
え
た
小
ザ
ム
ラ
イ
の
家
で
あ

る
。（
略
）
私
の
祖
父
亘
は
新
陰
流
と

い
う
剣
術
の
か
な
り
の
使
い
手
で
あ
っ

た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
彼
は
ヨ
シ
ダ

シ
ョ
ー
イ
ン
や
ヤ
マ
ガ
タ
や
イ
ト
ー
や

シ
ナ
ガ
ワ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
、
よ
く

知
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
彼
一
人

だ
け
は
、
明
治
維
新
の
さ
わ
ぎ
に
は
、

で
し
ゃ
ば
ら
な
か
っ
た
。

　

ハ
ギ
で
で
き
る
主
な
も
の
の
一
つ
で

あ
る
夏
ミ
カ
ン
の
畑
を
作
っ
て
、
百
姓

と
し
て
一
生
を
す
ご
し
た
。

　

仲
間
の
人
が
貴
族
や
大
臣
に
な
っ
て

も
、
別
に
う
ら
や
み
も
ね
た
み
も
し
な

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
18

か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
じ
で
淡
々
と
家

庭
環
境
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
祖
父

亘
は
貴
族
や
大
臣
に
な
っ
た
昔
の
仲
間

と
後
々
ま
で
交
流
が
あ
り
、
井
上
馨
は

帰
郷
し
た
際
は
半
日
も
祖
父
と
酒
を
飲

ん
で
い
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

　
「
す
べ
て
の
仲
間
が
イ
ク
サ
に
駆
け

出
す
時
に
、
自
分
一
人
が
立
ち
止
ま
っ

て
、
静
か
に
夏
ミ
カ
ン
畑
を
耕
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
も
、
相
当
に

勇
気
の
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
祖
父
へ

の
尊
敬
の
念
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
父
吉
勝
に
つ
い
て
は
「
私
の
父

は
、
私
の
家
へ
婿
養
子
に
こ
な
い
前
は
、

ど
こ
か
の
寺
子
屋
の
先
生
を
し
て
い
た
。

小
学
校
が
で
き
て
か
ら
は
、
そ
の
先
生

を
し
た
。
彼
は
学
問
が
相
当
に
で
き
て
、

学
校
の
仕
事
も
よ
く
し
た
と
い
う
の
で
、

そ
の
筋
の
役
人
か
ら
ご
ほ
う
び
に
箱
入

り
の
字
引
を
も
ら
っ
た
。」
と
父
の
人

と
な
り
を
記
し
て
い
る
。
吉
勝
は
あ
の

時
代
に
平
民
新
聞
を
購
読
し
た
り
、
困

窮
士
族
が
起
こ
し
た
裁
判
に
私
財
を
投

じ
て
支
援
す
る
な
ど
進
歩
的
で
あ
っ
た

「
か
ね
つ
ね
き
よ
す
け
」
萩
が
生

ん
だ
素
晴
ら
し
く
も
ユ
ニ
ー

ク
な
音
楽
学
者
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
ピ
ア
ニ
ス
ト
無
用
論
」
と
い
う
衝

撃
的
な
フ
レ
ー
ズ
が
、
兼
常
の
先
見
性

へ
の
自
信
と
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
提
起
の

全
て
を
奏
で
て
い
る
」
と
評
さ
れ
る
人

な
の
だ
が
。

　

音
楽
に
無
知
な
私
は
「
兼
常
」
を
全

く
知
ら
な
か
っ
た
。
友
人
で
県
地
方
史

学
会
会
員
の
三
好
健
二
が
「
兼
常
は
面

白
い
で
す
な
。
あ
の
博
覧
強
記
は
驚
き

で
す
。
没
後
50
年
の
記
念
出
版
が
盛
ん

で
す
が
、
歩
い
た
時
代
が
彼
に
は
少
し

早
す
ぎ
ま
し
た
ね
。」
と
話
し
て
く
れ

た
。
三
好
は
仲
間
と
地
域
誌
「
萩
・
土

原
歴
史
散
策
」
の
編
纂
に
努
め
て
い
て

土
原
に
生
ま
れ
育
っ
た
兼
常
を
理
解
し

て
い
た
の
だ
。

兼
常
清
佐
は
明
治
18
年
（
１
８
８

５
）
に
生
ま
れ
た
。

　
「
ご
一
新
」
の
騒
動
が
ほ
ん
の
少
し

落
ち
着
い
た
こ
ろ
で
、
東
京
で
は
薩
長

1885 〜 1957
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ア
ニ
ス
ト
は
何
を
な
す
べ
き
か
」「
ど

ど
い
つ
」「
ラ
ジ
オ
時
評
」「
原
子
音
楽

時
代
」「
英
雄
ク
ノ
・
ヒ
サ
コ
」「
妻
を

語
る
」「
与
謝
野
晶
子
」「
私
の
拾
代
」「
戦

争
は
も
う
御
免
だ
」「
ハ
ギ
の
思
い
出
」

な
ど
主
題
を
な
ぞ
る
だ
け
で
兼
常
の
内

奥
に
迫
れ
そ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

兼
常
は
「
日
本
音
楽
と
日
本
語
の

理
論
的
研
究
者
」
と
し
て
定
評

が
あ
る
が
、
一
方
「
常
に
ア
イ
ロ
ニ
カ

ル
に
独
自
の
理
論
を
展
開
し
た
人
」
と

も
評
さ
れ
る
。

　

そ
の
最
た
る
も
の
が
「
ピ
ア
ニ
ス
ト

無
用
論
」
だ
。

　

彼
は
言
う
。
世
の
中
の
人
た
ち
は
、

ピ
ア
ノ
の
大
演
奏
家
は
鍛
錬
を
重
ね
た

巧
妙
な
タ
ッ
チ
で
美
し
い
音
を
出
す
。

そ
の
演
奏
を
楽
し
む
の
が
高
級
な
音
楽

の
鑑
賞
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
間
違
い
で
あ
る
と
述
べ
た
あ
と
有

名
な
文
言
に
続
く
。

　
「
パ
デ
レ
ウ
ス
キ
ー
が
叩
い
て
も
、

猫
が
上
を
歩
い
て
も
、
同
じ
鍵
盤
か
ら

は
同
じ
音
し
か
出
な
い
。
ど
の
指
で
、

ど
ん
な
形
で
、
ど
ん
な
打
ち
方
で
叩
こ

う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
音
楽
の
音
と
は

別
に
何
の
関
係
も
な
い
。
そ
れ
は
た
だ

先
生
が
ご
愛
敬
に
そ
ん
な
事
も
言
っ
て

み
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。」

　
「
音
楽
会
は
つ
ま
り
名
人
の
芸
当
に

感
心
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
レ
オ
、
シ
ロ
タ
の
演
奏
会
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
シ
ョ
パ
ン
の
名
曲
を

聴
く
会
で
も
あ
る
が
、
し
か
し
ま
た
シ

ロ
タ
の
巧
妙
至
れ
る
技
術
に
感
心
す
る

と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
音
楽
を
創
り
出
し
た
こ

と
と
シ
ロ
タ
が
指
の
軽
業
に
熟
達
し
た

こ
と
に
比
べ
る
と
、
少
な
く
と
も
私
に

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
方
が
多
少
仕
事

が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
。

　

こ
れ
は
大
正
時
代
の
日
本
人
の
多
く

が
、
西
洋
音
楽
を
あ
る
種
畏
敬
的
感
覚

で
受
け
入
れ
、
音
楽
の
本
質
を
理
解
し

て
い
な
い
の
に
西
洋
か
ぶ
れ
し
て
い
る

と
す
る
兼
常
流
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
も

あ
る
。

　

小
山
郁
之
進
は
「
兼
常
は
、
猿
ま
ね

ピ
ア
ニ
ス
ト
は
無
用
と
言
い
た
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
ら
、『
我
が
国
に
お
け
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
独
創
性
の
欠
如
に
つ
い

て
』
と
で
も
題
し
て
論
じ
た
方
が
適
切

で
世
の
理
解
を
得
た
で
あ
ろ
う
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

記
念
出
版
の
全
集
予
告
に「
日
録
」

（
萩
博
物
館
所
蔵
）
と
あ
る
の

で
早
速
樋
口
尚
樹
副
館
長
に
取
材
し
た
。

　
「
そ
う
で
す
。
兼
常
18
歳
の
頃
、
山

口
高
校
時
代
の
直
筆
の
日
記
で
す
。
萩

在
住
で
明
治
維
新
史
学
会
会
員
の
田

中
誠
一
氏
が
読
み
下
し
て
い
ま
す
か
ら

お
読
み
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
。
日
記
に
は
「
野
心
に
て
ラ
テ
ン
語

を
自
習
」「
成
績
５
番
、数
学
60
点
以
上
、

不
思
議
」「
何
も
の
か
信
念
と
名
づ
く

も
の
を
得
た
い
」
な
ど
青
年
の
感
性
溢

れ
る
記
述
が
続
い
て
い
て
興
味
深
々
だ
。

実
物
も
拝
見
し
た
が
、
毛
筆
の
細
い
文

字
が
ぎ
っ
し
り
並
ん
で
い
る
。

　

感
心
し
て
い
る
と
樋
口
氏
は
さ
ら
に

「
音
楽
界
の
迷
信
」
の
直
筆
原
稿
も
あ

り
ま
す
よ
」
と
い
う
。
こ
れ
は
驚
き
だ
。

「
そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
、
ど
う
し
た

経
緯
で
手
に
入
れ
た
ん
で
す
か
」
と
下

世
話
な
質
問
を
す
る
と
「
古
本
屋
に
出

た
の
で
館
で
購
入
し
た
の
で
す
」
と
い

う
。
貴
重
な
出
物
に
驚
い
た
が
、
即
購

入
し
た
樋
口
氏
に
も
敬
意
だ
。
こ
の
ほ

か
幼
少
期
の
資
料
な
ど
が
、
郷
土
史
家

の
故
脇
英
夫
氏
や
故
田
中
助
一
氏
か
ら

多
数
寄
贈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
灯
台

も
と
暗
し
、
だ
。

す
っ
か
り
兼
常
通
に
な
っ
た
気
分

で
、
友
人
三
好
と
旧
宅
跡
を
訪

れ
た
。

　

警
察
署
前
交
差
点
か
ら
松
本
川
に
か

か
る
松
陰
大
橋
に
向
っ
て
歩
く
と
道
半

ば
の
左
側
、
い
ま
は
一
般
住
宅
が
建
っ

て
い
る
一
帯
が
か
っ
て
の
兼
常
の
屋
敷

と
ミ
カ
ン
畑
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
は

広
い
敷
地
の
大
半
を
道
路
が
貫
い
て
お

り
、
ま
た
農
地
解
放
で
一
部
国
に
強
制

収
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
立
っ

て
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

一
筋
奥
ま
る
と
僅
か
に
兼
常
の
時
代
の

空
気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

兼
常
は
妻
篤
子
と
荒
川
の
ウ
キ
マ
の

原
で
運
命
的
な
出
会
い
を
し
て
結
婚

す
る
の
だ
が
、
後
に
こ
う
回
想
し
て
い

る
。「
私
は
な
ぜ
、
ウ
キ
マ
の
原
の
眺

め
を
好
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
お
そ

ら
く
、
私
の
子
供
の
時
を
ハ
ギ
町
の
川

辺
で
育
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。」「
運
命

と
い
う
も
の
は
、
実
に
お
そ
ろ
し
い
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
に
あ
り
が
た
い

も
の
で
あ
る
」
と
。
兼
常
は
こ
の
地
や

ご
く
近
く
の
松
本
川
と
い
う
故
郷
の
原

風
景
を
無
意
識
の
う
ち
に
心
の
糧
に
し

て
い
た
と
も
い
え
る
。

　

三
好
は
い
う
。「
せ
め
て
こ
こ
に
旧

居
跡
の
表
示
が
欲
し
い
で
す
ね
」

萩
が
生
ん
だ
と
て
も
博
学
で
素
敵

な
ヘ
ン
ク
ー
の
音
楽
学
者
は
、

常
に
時
代
を
先
取
り
し
た
研
究
と
逆
説

的
な
論
を
提
し
続
け
、
昭
和
32
年
４
月
、

萩
人
ら
し
く
こ
の
世
を
辞
し
た
。
享
年

72
。

（
高
井　

誠　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

※
没
後
50
年
記
念
と
し
て
２
０
０
８
年
、

大
空
社
か
ら
「
兼
常
清
佐
著
作
集
」（
全

15
巻
、
別
巻
１
）
が
刊
行
中
。

▷「音楽と生活」
（岩波文庫）1992年発行
音楽界の迷信、ピアニス
ト無用論など 49 篇を精
選・編集

◁「音楽界の迷信」の直筆
原稿、昭和 10 年「中央公
論１月号」に掲載（萩博物
館所蔵）
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広
島
国
税
局
は
、
11
月
13
日
、
中
国
地
方

の
今
年
の
清
酒
鑑
評
会
の
結
果
を
発
表
し
、

萩
か
ら
８
作
品
が
入
賞（
優
等
賞
）し
ま
し
た
。

　

鑑
評
会
は
、
清
酒
酒
造
者
の
技
術
の
進

歩
・
発
展
の
た
め
に
、
１
９
５
０
年
か
ら
開

催
。
今
回
初
め
て
純
米
吟
醸
酒
の
部
が
設
け

ら
れ
、
全
４
部
門
。
酒
の
香
味
の
バ
ラ
ン
ス

や
後
味
の
キ
レ
、
加
熱
や
ろ
過
な
ど
瓶
詰
め

工
程
で
の
技
術
力
を
評
価
し
ま
し
た
。店　名 代表銘柄 特　徴

中村酒造（萩・新川）
　0838・22・0137 宝船 漁師町という土地柄から大漁をイメー

ジして命名。すっきりした味
阿武の鶴酒造（阿武町・奈古）
　08388・2・2003 阿武の鶴 阿武川に舞い降りた鶴をイメージ。

昔ながらのきりりとした味わい
河野酒造（阿武町・奈古）
　08388・2・2005 東洋正宗 芳醇な味わいで、しゃれたデザインの

ラベルが目を引く
三浦酒造（旭・佐々並）
　0838・56・0005 銀嶺 佐々並盆地の伏流水で醸す酒。果実酒

のような香りと深みのある優雅な味
八千代酒造（むつみ・高佐下）
　08388・6・0221 八千代 自家栽培の山田錦を、低温でじっくり発

酵させた手作り感のある味
澄川酒造場（田万川・中小川）
　08387・4・0001 東洋美人 米、水、空気、人、時が織り成す至高の酒。

フルーティでワインのような味わい
岩崎酒造（萩・東田町）
0838・22・0024 長陽福娘 明治 35 年創業。華やかな香りと透き通

る味わいが特徴
一○酒造（萩・今古萩町）
　0838・22・0014 一○正宗 米は山田錦、水は地下水を使い伝統を

誇る手作りの技で独自の味
大津友一・大丸酒造（椿・椿町）
　0838・22・0023 友栄 友と栄える酒と言う意味から命名。

喉越しの良いやや甘口タイプ
山根酒造（萩・三見）
　0838・27・0006 三福 すっきりとした喉越しのよさで全国鑑評

会金賞を受賞
岡崎酒造場（川上）
　0838・54・2023 長門峡 名勝長門峡に因む。阿武川の地下水で仕

込み、さらりとした飲みあきしない味
滝口酒造（旭・明木）
　0838・55・0030 長陽旭鶴 熱燗でも、冷酒でも良し、透き通った

味で、さっぱりした喉越しが魅力
白井酒造本店（むつみ・高佐下）
　08388・8・0003 笠山 良質な米を高精白し、芳醇でバランス

の良いやや辛口の酒

◇
中
国
地
方
清
酒
鑑
評
会

◆萩の蔵元13軒

　

関
東
に
住
ん
で
い

る
須
佐
や
弥
富
を
故

郷
と
す
る
６
人
が
、

平
成
９
年
に
都
心
で

「
東
京
須
佐
史
談
会
」

を
作
り
ま
し
た
。
当

初
は
３
か
月
に
一
度

の
集
い
も
、
今
で
は

毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。
会
員
も
年

配
の
男
女
14
人
と
増

え
、
今
年
の
12
月
で

ち
上
げ
、
研
究
成
果
な
ど
を
逐
次
発

表
し
て
い
ま
す
。
幸
い
世
の
注
目
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
８
３
０
０
人
を

超
え
る
検
索
が
あ
り
ま
し
た
。
年
内

に
は
１
万
人
の
大
台
に
達
す
る
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

古
文
書
は
、
ほ
と
ん
ど
が
毛
筆
で

書
か
れ
て
い
て
、
く
ず
し
字
の
解
読

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
判
る

と
こ
ん
な
に
楽
し
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

古
文
書
紙
が
風
化
の
危
機
に
あ
る

今
日
、
本
会
を
モ
デ
ル
に
益
田
家
領

内
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
各
地
の
地

方
史
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
の
交
流
研
究
が
盛
ん
に
な
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

（
会
長　

増
野
亮
）須佐公民館にある郷里の画家・内田青虹女史の作品の前で

１
０
０
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

幕
末
の
「
禁
門
の
変
」
で
益
田
親

施
公
は
、
他
の
同
僚
家
老
と
と
も
に

萩
藩
の
責
任
を
負
い
自
刃
し
ま
し
た
。

藩
の
重
職
に
あ
っ
た
主
君
を
失
い
須

佐
の
家
臣
団
や
領
民
は
、
文
字
通
り

い
ば
ら
の
道
で
、
明
治
維
新
以
後
は

人
も
文
物
も
四
散
し
、
須
佐
時
代
の

様
子
は
、
世
上
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
各
自
が
家
に
伝
わ
る
古

文
書
や
絵
図
な
ど
を
持
ち
よ
っ
た
り
、

東
大
史
料
編
纂
所
の
ご
協
力
で
、
そ

こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
益
田
家
文
書

の
実
情
を
う
か
が
っ
た
り
し
な
が
ら
、

埋
も
れ
た
過
去
の
史
実
調
べ
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

３
年
前
の
夏
か
ら
は「
須
佐
郷
土

史
研
究
会
」と
合
同
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w.

geocities.jp/susakyodoshi/

）を
立

東京須佐史談会百回目を迎えた

【
吟
醸
酒
の
部
】

◦
岩
崎
酒
造
「
長
陽
福
娘
」

◦
岡
崎
酒
造
場
「
長
門
峡
」

【
純
米
吟
醸
酒
の
部
】

◦
中
村
酒
造
「
宝
船
」

◦
岩
崎
酒
造
「
長
陽
福
娘
」

◦
岡
崎
酒
造
場「
長
門
峡 

純
米
吟
醸
」

【
純
米
酒
の
部
】

◦
中
村
酒
造
「
宝
船
」

◦
岩
崎
酒
造
「
長
陽
福
娘
」

【
本
醸
造
酒
の
部
】

◦
岡
崎
酒
造
場
「
長
門
峡 

本
醸
造
」
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し
た
。

　

湾
の
西
端
に
は
「
深
ま
て
キ
ャ
ン
プ

場
」
も
あ
り
ま
す
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
完
備

で
景
観
美
し
く
、
家
族
や
若
者
向
け
に

リ
ゾ
ー
ト
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
萩
光
塩
時
代
、
こ
の
地
は
深
い

藪
に
覆
わ
れ
て
、
そ
の
先
の
崖
下
に
荒

磯
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
亡
父
と
弟

は
、
林
家
の
持
ち
山
に
繋
が
る
日
本
海

の
絶
景
に
惚
れ
て
、
海
水
浴
キ
ャ
ン
プ

場
開
拓
の
た
め
に
一
念
発
起
し
ま
し
た
。

私
た
ち
家
族
も
毎
夏
帰
省
で
手
伝
い
ま

し
た
。
炎
天
下
の
海
辺
で
商
う
こ
と
は

苛
酷
で
、
何
時
し
か
誰
も
が
へ
と
へ
と

に
。
バ
ブ
ル
期
の
追
い
撃
ち
も
喰
っ
て
、

す
べ
て
が
砕
け
て
散
り
ま
し
た
。

　

空
し
い
記
憶
だ
け
の
輪
郭
に
、
ゆ
ら

め
き
映
え
る
蜃
気
楼
の
如
く
幻
想
を
重

ね
て
、
須
佐
の
日
和
を
祈
り
ま
す
。

　

萩
光
塩
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
、
斜

め
縞
模
様
の
ネ
ク
タ
イ
に
、
ブ
レ
ザ
ー

胸
ポ
ケ
ッ
ト
の
校
章
ワ
ッ
ペ
ン
。

　

約
40
年
前
に
萩
光
塩
を
巣
立
ち
、
短

大
卒
業
後
に
社
会
人
と
な
っ
て
、
夫
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
の
実
家

は
杉
並
区
高
円
寺
。
初
め
て
鳥
切
家
を

訪
問
し
た
日
の
こ
と
で
す
。

　

家
の
前
を
、
懐
か
し
い
制
服
姿
で
通

学
す
る
女
学
生
た
ち
。
す
ぐ
近
く
の
東

　

光
友
会
は
毎
年
６
月
の
第
２
日
曜
日

に
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
同
窓
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
関
東
在
住
の
同
窓
生

約
５
０
０
名
に
ご
案
内
を
通
知
、
実
際

の
出
席
人
数
は
平
均
し
て
60
～
80
名
前

後
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
か
ら
、
初
等
科
卒
業
生
の
男
性

役
員
参
加
を
得
て
、
今
後
、
男
性
出
席

者
増
の
弾
み
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

社
会
現
象
の
変
化
に
伴
い
、
同
窓
会

自
体
の
色
調
を
模
索
し
な
が
ら
も
、
家

族
意
識
で
こ
ぢ
ん
ま
り
と
、
光
塩
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
絆
を
大
切
に
育
ん
で
い
ま
す
。

2 0 0 9 .１
.１

ズーム
アップ

萩
光
塩
学
院
同
窓
会
関
東
支
部
・
光
友
会
会
長

鳥
切 

和
美
さ
ん

（
須
佐
出
身　

東
京
都
中
野
区
在
住
）

同
窓
会
の
近
況

萩
光
塩
高
等
学
校　

昭
和
45
年
卒
業

京
光
塩
の
生
徒
た
ち
で
し
た
。

　

萩
光
塩
と
東
京
光
塩
は
、
親
許
が
メ

ル
セ
ス
会
修
道
院
で
国
内
唯
一
の
姉
妹

校
で
す
。
広
い
東
京
の
空
の
下
、
高

円
寺
界
隈
へ
引
き
寄
せ
ら
れ
た
ご
縁
に
、

以
心
伝
心
の
結
び
付
き
を
感
じ
ま
す
。

　

夫
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
、
娘
二

人
の
幸
福
を
願
う
家
庭
第
一
の
専
業
主

婦
。
そ
の
私
が
、
常
に
人
と
の
関
わ
り

と
社
会
性
を
意
識
し
て
、
広
く
外
へ
も

目
を
向
け
て
歩
ん
で
来
ま
し
た
。

　

現
在
は
同
窓
会
を
軸
と
し
て
、
シ
ス

タ
ー
方
々
と
も
円
陣
を
組
み
、
あ
れ
こ

れ
微
力
で
学
習
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
前
に
出
身
地
を
問
わ
れ

た
時
、
取
り
敢
え
ず
、
須
佐
湾
の
「
ホ

ル
ン
フ
ェ
ル
ス
」
を
強
調
し
て
語
り
ま

萩（
光
塩
）の
思
い
出

萩（
須
佐
）へ
の
一
言

そ
の
他（
林
遣
都
の
映
画
）

林
遣
都
・
18
歳
。（
実
弟
の
次
男
）

　

昨
夏
、
角
川
映
画
『
バ
ッ
テ
リ
ー
』

デ
ビ
ュ
ー
後
、
主
演
・
助
演
映
画
７
本

続
投
。
来
春
『
余
命
』。
来
秋
公
開
作

品
は
タ
イ
ト
ル
未
定
。
正
月
に
は
、『
風

が
強
く
吹
い
て
い
る
』
で
駅
伝
ロ
ケ
、

箱
根
を
走
り
ま
す
。

　

在
京
保
護
者
の
私
は
、
遣
都
の
天
成

を
信
じ
、
親
心
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

プロフィール

昭和 26 年生まれ。萩光塩 19 回生。トキワ
松学園女子短大・造形美術課程卒。国際電
信電話㈱（旧ＫＤＤ）６年勤務後、結婚退社。
昭和 61 年～平成７年＝中野区立小ＰＴＡ
連合会。以後、中野区特別職報酬等審議会・
個人情報保護審議会
委員。中野区女性会
館運営会議座長を経
て、現在は萩光塩同
窓会・光友会に関わ
る。
平成 15 年著書出版

『あの春以来』

須佐湾エコロジーキャンプ場
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明
治
４
年
に
、
初
代
社
長
・
井
上
広

吉
が
広
島
県
尾
道
市
に
雑
貨
店
を
創
業

以
来
１
３
６
年
の
歴
史
の
あ
る
会
社
で

す
。
明
治
44
年
、
先
々
代
社
長
・
井
上

与
一
が
屋
号
を
受
け
継
ぎ
、
問
屋
業
と

し
て
萩
に
根
を
下
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
争
に
よ
り
原
材
料
入
手

困
難
と
な
り
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
後
復
興
の

最
中
、
流
通
の
発
達
を
い
ち
早
く
感
じ

取
り
、
萩
市
の
中
で
は
限
り
が
あ
る
と

目
を
市
外
に
向
け
、
産
地
問
屋
か
ら
消

費
地
問
屋
（
産
地
移
出
問
屋
）
へ
と
業

態
を
変
え
ま
す
。

　

販
路
を
拡
大
す
る
と
共
に
、
萩
近
海

の
優
良
な
海
産
物
を
そ
の
ま
ま
右
か

ら
左
へ
と
流
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
優

良
な
海
産
物
を
加
工
し
た
『
萩
地
方
の

伝
統
食
』
を
も
他
地
域
に
広
げ
た
い

と
、
水
産
加
工
品
の
開
発
に
着
手
し
ま

す
。
そ
し
て
、
昭
和
55
年
、
試
行
錯
誤

の
末
、
完
成
さ
せ
た
の
が
、
後
に
山
口

県
の
代
表
的
名
産
と
し
て
大
き
な
評
価

を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
、
ソ
フ
ト
ふ
り

か
け
「
し
そ
わ
か
め
」
で
す
。

　
「
し
そ
わ
か
め
」
販
売
開
始
当
初
、

小
売
店
で
は
中
々
取
り
扱
っ
て
も
ら
え

ず
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
粘
り

強
く
試
食
宣
伝
を
重
ね
た
結
果
、
３

年
目
く
ら
い
か
ら
徐
々
に
注
文
が
増
え
、

製
造
卸
売
と
し
て
軌
道
に
乗
り
、
こ
れ

を
機
に
、
従
来
の
問
屋
業
か
ら
産
地
の

特
色
を
生
か
し
た
、
こ
だ
わ
り
の
食
品

メ
ー
カ
ー
へ
と
業
態
を
移
し
始
め
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
業
態
を
変
え
な
が
ら
も
、

あ
く
ま
で
水
産
物
と
い
う
本
筋
を
外
れ

ず
、
水
産
物
一
点
を
突
き
、
メ
ー
カ
ー

と
し
て
「
水
産
物
を
ど
こ
ま
で
で
き
る

の
か
？
萩
地
方
の
素
晴
ら
し
い
も
の
を

ど
う
他
地
域
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

の
か
？
」
を
追
求
し
、
昭
和
59
年
、
油

谷
工
場
開
設
を
皮
切
り
に
、
乾
燥
加
工

品
に
加
え
、
チ
ル
ド
製
品
、
ウ
ェ
ッ
ト

製
品
の
開
発
、
製
造
に
も
挑
み
、
徐
々

に
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

製
造
・
卸
売
が
軌
道
に
乗
り
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
が
で
き
、
更
な
る
販

路
拡
大
に
着
目
し
始
め
た
こ
ろ
、
世
の

中
は
首
都
集
中
化
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
も
の
が
集
ま
る
東
京
で
勝

負
す
る
こ
と
が
良
い
の
か
？
」
と
い
う

課
題
に
、「
美
味
し
い
食
品
が
あ
る
地

域
に
は
、
萩
地
方
の
美
味
し
い
食
品
は

評
価
し
て
も
ら
え
る
は
ず
」
と
平
成
に

入
り
、
札
幌
、
広
島
、
福
岡
な
ど
地
域

の
食
文
化
が
発
達
し
て
い
る
所
に
直
営

店
を
開
設
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
北
海
道
の
食
品
が
他
地

域
の
人
に
好
ま
れ
、
福
岡
の
食
品
が
他

地
域
の
人
に
好
ま
れ
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
萩
地
方
の
食
品
が
他
地
域
の
人
に

好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

北
海
道
の
人
々
に
は
、
こ
ち
ら
の
水
産

食
品
を
口
に
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た

だ
け
に
、「
萩
・
井
上
」
ブ
ラ
ン
ド
に

満
足
し
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

株
式
会
社
・
井
上
商
店
の
商
品
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
萩
・
井
上
」
の
ロ

ゴ
が
入
っ
て
い
ま
す
。「
萩
」
と
い
う

素
晴
ら
し
い
地
域
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
と
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
は
萩
地
方
の
良
質
な
素
材
が

あ
っ
て
の
も
の
だ
と
い
う
誇
り
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
萩
・
井
上
」
ブ
ラ
ン
ド

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食
品
を
製
造
販
売
し

て
い
る
中
で
、「
萩
」
へ
の
恩
返
し
を

何
ら
か
の
形
で
で
き
な
い
か
と
考
え
、

シリーズ⑫ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

ヒット商品、ソフトふりかけ「しそわかめ」を、山口県の代表的名
産品として世に広げた、萩ブランドのパイオニア、株式会社・井上
商店を訪問し、井上伊三郎社長にお話を聞きました。

井上伊三郎社長

「
萩
・
井
上
」
の
ロ
ゴ
、
萩
あ
っ
て
の
井
上
商
店

一
意
専
心
と
時
代
に
あ
っ
た
姿

萩
の
味
に
自
信

萩
に
感
謝

★しそわかめ、夏みかんわかめのセットを、先着 20 名様にプレゼント（15 ページ）
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萩
を
紹
介
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
萩
の
四

季
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
映
像
を
２

年
の
月
日
を
か
け
制
作
し
ま
し
た
。
豊

富
な
良
質
食
材
だ
け
が
萩
の
魅
力
で
は

な
く
、
町
そ
の
も
の
が
素
晴
ら
し
い
の

だ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

だ
け
で
な
く
、
四
季
折
々
の
素
晴
ら
し

さ
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
も
ら
い
、
観

光
客
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

萩
あ
っ
て
の
井
上
商
店
で
あ
り
、
萩

の
活
性
化
へ
の
関
心
は
、
萩
の
一
企
業

と
し
て
地
域
住
民
と
共
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
萩
と
い
う

も
の
に
過
去
が
あ
り
今
が
あ
る
か
ら
こ

夏みかんの香りとにがみ、
わかめと白いご飯のハーモ
ニーが楽しめます。

（08年県特産品振興奨励賞）
季節感あふれる萩の魅力を 50 分
のＤＶＤビデオに（製作：萩・井上）

そ
栄
え
て
い
る
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
ア
イ
デ
ア
が
出
て
、

そ
し
て
価
値
が
出
て
く
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
今
回
の
長
引

く
不
況
に
対
し
、
経
営
者
や
一
部
の
幹

部
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
全
従

業
員
で
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、「
物

作
り
」
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
度
新
た
に
開
発
し
て
い

る
、
常
温
帯
で
、
手
軽
に
、
日
常
生
活

の
中
で
も
入
り
込
め
る
次
世
代
戦
略
商

品
も
そ
う
で
す
が
、
二
極
化
と
な
っ
た

消
費
者
の
現
状
を
様
々
な
視
点
か
ら
判

断
し
、
時
代
に
合
っ
た
業
態
、
時
代
に

合
っ
た
商
品
開
発
に
、
全
社
員
一
丸
と

な
っ
て
努
め
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。　

株式会社　井上商店

■支店・営業所　周南支店（下松市葉山）のほか、
下関営業所（下関市一の宮町）、福岡営業所（福
岡市中央区今泉）、東京営業所（品川区西五反田）、
札幌営業所（札幌市中央区北五条東）
■直営店　下松市味街道（ザ ･ モール周南内）、
山口店（ゆめタウン山口店内）、新山口店（新山
口駅アイスタ内）、広島福屋店（福屋広島駅前店
Ｂ１）、広島駅店（広島駅新幹線名店街内）、福岡
大丸店（博多大丸東館Ｂ２）、福岡三越店（福岡
三越Ｂ２）、札幌大丸店（札幌大丸Ｂ１）

資本金：2,100 万円　従業員数：146 人
事業内容：海産物問屋　水産加工及び加工品販売
〒 758 ー 0022　萩市東浜崎町９ー１
☎ 0838・22・0812
http://www.hagiinoue.co.jp

全
員
で
取
り
組
む

　
「
今
年
も
温
か
な
カ
レ
ン
ダ
ー
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
山
口

の
風
景
を
折
り
に
つ
け
思
い
出
し
て

い
ま
す
」。
こ
れ
は
、
町
が
制
作
し

て
い
る
“
阿
武
町
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン

ダ
ー
”
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
町
出
身
の
方
か
ら
の
ご
意
見
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
町
民

の
方
に
は
町
の
良
さ
の
再
発
見
、
全

国
の
町
出
身
者
の
方
に
は
、
ふ
る
さ

と
阿
武
町
の
こ
と
を
懐
か
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
毎
年
制
作
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
が
19
作
目
。

　

平
成
21
年
版
は
、『
心
に
映
る
ふ

る
さ
と　

光
と
風
の
詩
』
を
テ
ー
マ

に
阿
武
町
の
“
の
ど
か
”
で
“
き
れ

い
な
”
風
景
写
真
を
中
心
に
あ
た
た

か
で
心
の
な
ご
む
写
真
を
掲
載
。
町

内
の
全
世
帯
と
全
国
か
ら
予
約
さ
れ

た
約
５
０
０
人
に
発
送
し
ま
し
た
。

心
に
映
る
ふ
る
さ
と
、
光
と
風
の
詩

阿武町

在庫はわずかです。購入を希望さ
れる方は１部 500 円（送料込）で販
売しますので、阿武町役場総務課

（08388・2・3111） までお早めに。

２００８

●
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
in
阿
武
を
開
催
（
８
月
）

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
、連
続
で
引
き
受
け
（
６
・
７
・
11
月
）

●
阿
武
中
学
校
大
規
模
改
修
事
業
が
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
（
６
月
）

●
自
治
会
制
度
移
行
へ
の
取
り
組
み
を
開
始（
７
月
～
）

重 大
ニュース
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フ
ラ
ン
ス
で
ミ
シ
ュ
ラ
ン
と
並

ん
で
有
名
な
ア
シ
ェ
ッ
ト
社
の
旅

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「G

uide B
leu 

Japon

（
ギ
ッ
ド 

ブ
ル
ー 

ジ
ャ
ポ

ン
）」（
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
）
が
13
年
ぶ

り
に
新
装
復
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
と
同
様
に
日
本
各
地

の
観
光
地
を
三
つ
星
（
必
見
）、
二

つ
星（
と
て
も
面
白
い
）、一
つ
星（
面

白
い
）
で
格
付
け
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
萩
は
、
最
高
評
価
の
「
三
つ
星

☆
☆
☆
」
観
光
地
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

全
国
で
富
士
山
や
鎌
倉
な
ど
20
か
所

が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
萩
エ
リ
ア
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
８

名
所

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
、
石

井
茶
碗
美
術
館
、
旧
久
保
田
家
住
宅
、

萩
博
物
館
、
萩
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
者

記
念
公
園
、
天
樹
院
墓
所
、
指
月
公

園
、
菊
ヶ
浜

　

来
春
に
は
、
日
本
の
主
要
観
光
地

を
格
付
け
し
詳
細
な
解
説
を
載
せ
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ

リ
ー
ン
ガ
イ
ド
」
の
日
本
版
が
創
刊

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

見
島
牛
が
上
野
動
物
園（
東
京
都
）

で
公
開
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
天
然
記
念
物
指
定
80
周
年
記
念

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多
田
一

馬
さ
ん
が
飼
養
し
て
き
た
初は

つ
は
る春
号

（
一
歳
の
オ
ス
）。
新
春
に
ふ
さ
わ
し

い
名
前
で
、
11
月
に
見
島
を
旅
立
ち

ま
し
た
。

　

干
支
展
（
２
月
１
日
ま
で
開
催
）

に
引
き
続
き
、
直
接
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
「
子
ど
も
動
物
園
」（
西
園
）

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

Guide Bleu Japon

　約２万 5,000 本のヤブツバキが咲き
誇る笠山椿群生林で、２月 21 日（土）から
恒例の「萩・椿まつり」が開催されます。
　今年は、開催期間中の土・日曜日、祝日、先着 100 名
様に資生堂「ＴＳＵＢＡＫＩ」サンプルをプレゼントします。
■とき　２月 21 日（土）～３月 22 日（日）
■ところ　萩市笠山椿群生林
■主な催し　【初日、日曜日、祝日】郷土芸能披露、呈茶席、
　椿グッズの販売など、【土・日曜日、祝日】軽食・特産
　品販売など
■問い合わせ　萩市観光課（０８３８・２５・３１３９）

　萩市観光協会では、冬だからこそ味わえる萩市内のお勧めの
食・湯・イベントの情報を満載した「冬のぶらり萩あるきパス
ポート」で、冬の萩の楽しみ方を紹介しています。
①冬の萩を「味わう」
　【萩・まちじゅう味めぐり】　あまだいや真ふぐ、しろうおな
　ど冬の味覚を楽しめるお店をジャンル別に 25 店舗紹介。
　さらに、萩が誇る６人の料理人にスポットをあてました。
②冬の萩で「あたたまる」
　【萩温泉郷湯めぐりキャンペーン】　冬の萩をまち歩きした後
　は、萩温泉で温まりましょう。湯めぐりクーポンで割引も。
③冬の萩を「たのしむ」
　【萩・椿まつり】　平成 20 年度花の観光地づくり大賞「フラワー
　ツーリズム賞」を受賞した、笠山椿群生林をお楽しみください。
■問い合わせ　萩市観光協会（０８３８・２５・１７５０）

１
月

10日〜 ●萩・まちじゅう味めぐり〜 3/31
10日〜 ●萩温泉郷湯めぐりキャンペーン〜 3/31
16日〜 ●初公開！萩博物館の『宝』展〜 4/8

２
月

3日〜 ●萩城下の古き雛たち〜 4/2
12日　 ●ぐるぐる萩の酒と萩の肴
21日〜 ●萩・椿まつり〜 3/22

３
月

 1日〜 ●萩八景遊覧船運航開始〜 11/30
 1日　 ●萩・しろ魚まつり
8日　 ●萩の真ふぐまつり
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萩
商
工
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
11
月
24

日
、
山
口
県
大
会
決
勝
で
、
17―

５

で
大
津
高
校
を
降
し
、
前
身
の
萩
工

時
代
を
含
め
、
７
年
連
続
15
回
目
の

花
園
行
き
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

萩
商
工
は
、
バ
ッ
ク
ス
を
中
心
に

し
た
早
い
展
開
の
ラ
グ
ビ
ー
が
持
ち

味
で
、
準
決
勝
で
萩
高
（
60―

３
）、

決
勝
で
大
津
を
破
り
ま
し
た
。
藤
澤

典の
り
み
ち迪
主
将
は
「
全
国
で
は
、
シ
ー

ド
校
を
破
っ
て
ベ
ス
ト
８
以
上
を

目
指
し
ま
す
」、
石
東
正
之
監
督
は

　

11
月
３
日
、
東
大
阪
市
で
開
催
さ

れ
た
、
第
８
回
高
校
生
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
の
測
量
部
門

で
、
中
国
地
区
代
表
の
萩
商
工
高
校

チ
ー
ム
（
３
人
）
が
見
事
全
国
優
勝

し
ま
し
た
。
同
部
門
で
の
優
勝
は
県

内
初
の
快
挙
。

　

３
人
は
、
萩
商
工
一
期
生
で
、
建

設
工
学
科
土
木
コ
ー
ス
３
年
の
角
屋

敬
之
君
と
綿
屋
晃こ

う
き希
君
（
い
ず
れ
も

山
田
・
倉
江
）、佐
藤
絢
香
さ
ん
（
椿
・

沖
原
）。

　

萩
商
工
は
１
０
０
点
満
点
で
、
96

点
を
獲
得
。
同
点
で
３
校
が
並
び
ま

し
た
が
、
時
間
が
一
番
短
か
っ
た
萩

商
工
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

３
人
は
授
業
で
測
量
技
術
を
学
ん

で
お
り
、
５
月
か
ら
朝
と
放
課
後
に

練
習
し
て
技
術
を
磨
き
、
６
月
の
県

大
会
、
８
月
の
中
国
地
区
大
会
で
優

勝
し
、
初
の
全
国
大
会
で
優
勝
を
決

め
ま
し
た
。

　

優
勝
発
表
で
萩
商
工
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
と
き
「
思
わ
ず
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
が
出
た
」と
の
こ
と
。「
予

選
で
い
い
結
果
が
出
て
い
た
の
で
、

自
信
が
あ
り
ま
し
た
」「
卒
業
前
の

い
い
思
い
出
」「
萩
商
工
の
名
を
全

国
に
広
め
ら
れ
嬉
し
い
」。
３
人
は

山
口
県
内
で
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

左から、綿屋晃希君、角屋敬之君、佐藤絢香さん

「
し
っ
か
り
走
り
込
ん
で
、
展
開
力

と
機
動
力
に
磨
き
を
か
け
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
１
回
戦
は
、
12
月
27
日

（
土
）、
三
重
県
代
表
の
四
日
市
農
芸

高
校
（
３
年
連
続
15
回
目
の
出
場
）

と
、
あ
こ
が
れ
の
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
対
戦
。
同
校
と
は
、
４
年
前
１
回

戦
で
対
戦
し
、
前
半
リ
ー
ド
し
な
が

ら
も
、
後
半
逆
転
で
敗
れ
た
因
縁
の

相
手
で
、
今
回
は
雪
辱
戦
で
す
。

萩
商
工
ラ
グ
ビ
ー

全国大会壮行式で応援団からエールを贈られる

萩同郷会
11月16日

大阪弥生会館（大阪市）

　関西在住の萩地区出身者でつくる萩同郷
会、今回で６回目となり 58 人が出席。24
年前に林秀宣氏が萩市長になった時、同期
の中山光夫氏を中心に関西で活躍している
人に、萩市への企業誘致をお願いする場と
して始めて以来、４年に一度のオリンピッ
ク年に、４高校合同同窓会として開催。

　16 回目の開催で、55 人が出席。会長の
清地治正さんが「合併して萩の中の須佐が、
観光で生きていけるようにしてほしい」とあ
いさつ。来賓の和田眞教さん（須佐総合事
務所長）は「今後、萩市の東部地区をどうし
ていくかが課題だ、益田元祥から育英館の
歴史を大事にしていきたい」と答えました。

東京須佐会
11月22日

日立金属 高輪和
わきょうかん

彊館（東京都港区）

たちばな会・からたち会下関支部本部総会
11月29日

南
はえどまり

風泊 漁港活魚センター（下関市）

29 人が参加。懇親会では、下関・
唐戸市場直送のふく刺し、ふく鍋等
のとらふくのコースを堪能。最後に
は全員で萩商校歌を斉唱。

左から発起人の、梶山高志さ
ん（萩商高）、窪田末男さん（萩
工高）、中山光夫さん（萩高）、
山本由美子さん（萩光塩学院）

会場は須佐出身の久原房之助ゆかりの日立金属

７
年
連
続
15
回
目
Ｖ
!!

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

萩
商
工 

測
量
部
門 

全
国
優
勝

「クラス会をいつ、どこで開催します」
という情報をお寄せください。萩の資
料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.yamaguchi.jp

情報ください！
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旧
須
佐
町
出
身
で
、
本
名
は
北
谷
洋
。
中
学
１
年
の
と

き
に
兄
が
ギ
タ
ー
を
始
め
た
影
響
で
音
楽
に
興
味
を
持
ち
、

16
歳
の
と
き
に
高
校
を
中
退
し
て
歌
手
を
目
指
し
て
上
京
。

現
在
は
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
歌
手
と
し
て
活
躍
中
。
人
気
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
の
主
題
歌
「
ウ
ィ
ー
ア
ー
」

で
全
国
的
に
お
な
じ
み
に
。

　

ま
た
、「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ｚ
」
の
主
題
歌
を
歌
う
影

山
ヒ
ロ
ノ
ブ
な
ど
、
日
本
の
ア
ニ
ソ
ン
界
で
活
躍
す
る
実

力
派
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｊ
Ａ
Ｍ　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
動
中
。「
日
本
の

ア
ニ
メ
は
、
世
界
中
で
人
気
を
集
め
る
日
本
を
代
表
す
る

文
化
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
な
ど
海
外
ツ
ア
ー
も
展

開
し
て
い
ま
す
」

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
凱
旋

ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
き
た
だ
に
さ
ん
。
ラ
イ
ブ
中
は
、
多
く

の
観
客
が
歌
に
合
わ
せ
て
拳
を
突
き
上
げ
な
が
ら
、
熱
い

　

土
田
さ
ん
は
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
、
日

本
の
高
度
経
済
成
長
の
最
中
、
社
会
に
出
て
、
団
塊
の
世

代
と
称
さ
れ
た
。
一
線
を
退
き
つ
つ
あ
る
同
世
代
の
読
者

に
、「
心
の
琴
線
に
ふ
れ
る
よ
う
な
連
載
を
し
た
い
」
と
、

退
職
前
か
ら
温
め
て
い
た
巡
礼
企
画
。

　

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
（
約
８
０
０
㎞
）
は
、
エ
ル
サ
レ

ム
、
ロ
ー
マ
と
並
ぶ
キ
リ
ス
ト
教
三
大
巡
礼
路
の
一
つ
で
、

世
界
遺
産
に
登
録
。
世
界
中
か
ら
年
間
約
10
万
人
が
巡
礼

に
訪
れ
、
約
40
日
か
け
て
歩
く
。

　
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
を
目
指
す
巡
礼
旅
。
重
い
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、
長
い
道
の
り
を
歩
く
と
い
う
共
通
の
行
為
に
、

人
種
や
言
葉
の
カ
ベ
を
越
え
て
連
帯
感
が
生
ま
れ
る
。
同

じ
人
間
同
志
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
な
ん
と
か
な
る
」

と
振
り
返
る
。

　

歩
く
速
度
で
変
化
す
る
景
色
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
人
間

の
五
感
を
刺
激
す
る
と
い
う
。「
時
速
４
㎞
の
世
界
。
車

や
列
車
の
ス
ピ
ー
ド
社
会
で
は
見
え
な
い
も
の
が
、
見
え

て
き
た
。
そ
し
て
人
と
の
出
会
い
が
待
ち
受
け
て
い
た
」。

道
中
、
読
者
か
ら
の
メ
ー
ル
が
「
心
強
く
、
何
よ
り
励
み

に
な
っ
た
」。

　

松
尾
芭
蕉
が
旅
し
た
奥
の
細
道
も
歩
い
た
。
江
戸
を

立
ち
、
東
北
、
北
陸
を
巡
り
岐
阜
の
大
垣
ま
で
旅
す
る

１
７
６
７
㎞
。
所
要
日
数
１
４
２
日
、
２
８
４
万
歩
余
り

の
長
い
長
い
歩
き
旅
。
３
２
０
年
前
に
芭
蕉
が
記
し
た
日

記
を
参
考
に
、
同
じ
季
節
に
歩
ん
だ
。
道
中
、
滞
在
し
て

句
会
し
た
の
も
当
時
と
同
じ
。「
芭
蕉
の
よ
う
に
、
日
本

の
地
域
の
暮
ら
し
の
有
り
様
を
歩
き
な
が
ら
探
り
た
か
っ

た
」。
他
に
も
、
熊
野
古
道
、
秩
父
巡
礼
、
四
国
遍
路
な

ど
各
地
を
歩
む
。

　

次
は
「
萩
往
還
を
歩
く
」
を
４
月
か
５
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。「
故
郷
の
街
道
を
歩
き
、
歴
史
の
道
を
堪
能
し

た
い
。そ
し
て
、日
本
の
街
道
を
歩
き
尽
く
し
て
、地
力（
地

域
の
力
）
を
こ
の
目
で
確
か
め
た
い
」
と
、
歩
く
こ
と
に

対
す
る
意
欲
は
衰
え
な
い
。

（
阿
武
町
出
身
、
萩
高
昭
和
40
年
卒
）

（
須
佐
出
身
）

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
終
了
後
の
感
想
は「
地
元
で
ラ
イ
ブ
が
で
き
た

こ
と
が
一
番
の
喜
び
。
同
級
生
や
そ
の
親
な
ど
知
っ
た
顔

が
多
く
て
照
れ
く
さ
か
っ
た
が
、
い
つ
も
の
ラ
イ
ブ
よ
り

温
か
い
感
じ
だ
っ
た
」。萩
市
民
に
向
け
て「
自
分
の
力
で

須
佐
、
萩
市
が
活
性
化
し
、
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
れ
ば
う

れ
し
い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

◎
き
た
だ
に
ひ
ろ
し
最
新
情
報

「
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ 

２
０
０
９〝
冬
の
陣
〟」公
演

　

ア
ニ
メ
界
で
活
躍
す
る
歌
手
、
声
優
な
ど
が
多
数
出
演

し
ま
す
。

▽
１
月
11
日（
日
）
東
京
／
渋
谷
Ｏ
ー
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ

▽
１
月
12
日（
月
・
祝
）
仙
台
／
Ｚｅ
ｐ
ｐ　

Ｓｅ
ｎ
ｄａ
ｉ

▽
１
月
18
日（
日
）
大
阪
／
な
ん
ば
Ｈ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ

■
問
い
合
わ
せ　

ア
ニ
メ
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
運
営
事
務
局

（
０
３
・
３
４
９
６
・
６
９
９
８
）

２
０
０
７
年
７
～
10
月
、
還
暦
を
迎
え
た
団
塊
世
代
の
記

者
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼（
約
８
０
０
㎞
）

を
歩
き
、「
還
暦
カ
ミ
ー
ノ（
巡
礼
路
）」
と
し
て
紀
行
を

日
本
経
済
新
聞
に
毎
週
連
載（
15
回
）

日
本
経
済
新
聞　

編
集
委
員

土
田
芳
樹
さ
ん

き
た
だ
に
ひ
ろ
し
さ
ん

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
歌
手
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１
月
４
日（
日
）か
ら
は
じ
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」

は
、
戦
国
時
代
、
上
杉
家
・
景
勝
の
家
臣
で
あ
り
な
が
ら
、
豊
臣

秀
吉
、
徳
川
家
康
ら
を
魅
了
し
、
ま
た
最
も
恐
れ
ら
れ
た
男
・
直

江
兼
続
が
主
人
公
の
大
河
ド
ラ
マ
で
す
。
主
演
妻
夫
木
聡
。

　

松
本
さ
ん
は
、
上
杉
景
勝（
北
村
一
輝
）の
家
臣　

深
沢
弥
七
郎

役
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
。
忠
義
心
が
厚
く
、
景
勝
が
初
陣
を
飾
っ

た
越
中
攻
め
で
活
躍
し
、
ま
た
上
田
衆
と
し
て
直
江
兼
続
を
補
佐
。

織
田
信
長
軍
と
の
戦
い
で
も
軍
功
を
挙
げ
る
役
ど
こ
ろ
で
す
。

　

松
本
実
さ
ん
は
、
蜷
川
幸
雄
主
宰
の
“
ニ
ナ
ガ
ワ
カ
ン
パ
ニ
ー
”

で
舞
台
俳
優
と
し
て
活
躍
後
、
映
画
や
テ
レ
ビ
に
も
出
演
。
映
画

「
あ
ず
み
」、「
逆
境
ナ
イ
ン
」、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
ハ
ル
と
ナ
ツ
～
届
か

な
か
っ
た
手
紙
」な
ど
。

　

今
回
の
出
演
に
あ
た
り
「
大
作
へ
の
参
加
に
興
奮
と
同
時
に
責

任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
精
一
杯
演
じ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
！
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

大
河
ド
ラ
マ
で
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。　

（
吉
田
町
出
身
、
萩
高
平
成
４
年
卒
）

松
本 

実
さ
ん

テ
レ
ビ
・
映
画　

俳
優

萩
博
物
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７
）

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

  

浦
上
記
念
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

陶
芸
展
示
施
設

　

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念

館
の
隣
接
地
に
、
陶
芸
展
示
施
設
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
お

よ
び
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一

部
鉄
骨
造

◆
階
数　

地
下
１
階
・
地
上
２
階

◆
延
床
面
積　

２
４
３
９
㎡

◆
主
要
諸
室　

展
示
室（
約
８
０
０

㎡
）、ギ
ャ
ラ
リ
ー
、収
蔵
庫

１
月
７
日
㈬
ま
で

明
治
維
新
と
萩

完成予想図

全
館
休
館
中　

建
設
工
事
に
伴
い
、

４
月
30
日
ま
で
休
館
中
で
す
。

　

萩
博
物
館
の
収
蔵
資
料
は
歴
史
・

民
俗
・
自
然
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
よ
び
、
合
わ
せ
て
18
万
点
を
超

え
る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら「
萩
の
宝
」

と
な
る
逸
品
を
選
り
す
ぐ
り
、
特
別

公
開
。 １

月
16
日
㈮
〜
４
月
８
日
㈬

初
公
開
！

　
　

萩
博
物
館
の「
宝
」

村上景介　暮春

　

萩
市
に
事
務
局
を
置
く
幕
末
長
州

科
学
技
術
史
研
究
会（
樹き

の
し
た下

明め
い
き紀

会
長
、

古
川
薫
名
誉
会
長
）が
、12
月
に
研
究
報

告
書「
長
州
の
科
学
技
術
～
近
代
化
へ

の
軌
跡
～
」第
３
号
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
は
、
２
０
０
１
年
に
発
足
し

た
市
民
団
体
で
、
会
員
は
、
大
学
研
究

者
や
博
物
館
学
芸
員
、
会
社
員
な
ど
約

60
人
。
県
内
に
残
る
近
代
化
産
業
遺
産

や
史
・
資
料
の
調
査
・
研
究
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
発
刊
さ
れ
た
第
３
号
は
、「
長

州
砲
特
集
」。
長
州
砲
は
、
幕
末
の
下

関
攘
夷
戦
争
で
英
・
米
・
仏
・
蘭
の
４

か
国
連
合
艦
隊
に
敗
れ
、
各
国
に
戦
利

品
と
し
て
持
ち
帰
ら
れ
た
大
砲
で
、
そ

の
中
の
一
門
が
英
国
王
立
大
砲
博
物
館

か
ら
萩
に
里
帰
り
し
、
現
在
、
萩
博
物

館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
事
務
局
の
森
本
文ふ

み
の
り規

さ
ん
に

よ
る
と
、「
報
告
書
で
は
、
長
州
砲
に

つ
い
て
８
人
の
会
員
が
研
究
結
果
を
発

表
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の

見
解
を
出
し
て
お
り
、
互
い
に
異
な
っ

た
意
見
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
面
白
い

と
こ
ろ
で
す
」。

Ａ
４
判
／
66
ペ
ー
ジ
、定
価
１
５
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、萩
ガ
ラ
ス
工
房（
０
８
３

８・２
６・２
５
５
５
）
藤
田
さ
ん
へ
。

◆
長
州
砲
の
一
般
公
開

▽
５
月
31
日（
日
）ま
で　

▽
萩
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▽
無
料

▶
村
上
景
介
（
１
９
０
７
～
２
０
０
５
）

は
萩
に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学
校
（
現
、

東
京
芸
術
大
学
）
を
卒
業
後
、
萩
に
在

住
し
て
多
く
の
日
本
画
を
描
い
た
。

▲事務局の森本さん

萩

年
末
年
始
も
無
休
で
開
館

平
成
22
年
秋
開
館
予
定
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川
口
澄
子
の
仕
事
展
ー
参
ー

１
月
29
日
（
木
）
～
２
月
９
日
（
月
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
︲
３

︲
27
待
鳥
ビ
ル
５
０
７　

望
雲

　
　
　
（
０
９
２
・
７
３
３
・
１
１
３
５
）

■
藤
崎
恒
頼
新
作
展

１
月
15
日
（
木
）
～
20
日
（
火
）

萩
市
江
向　

萩
郵
便
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
６
８
１
）

■「
沖
底（
２
そ
う
び
き
）の
経
営
構
造
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
勉
著

　

著
者
は
、
阿
武
町
奈
古
出
身
、
萩
高

第
23
期
（
昭
和
46
年
卒
）
で
、
横
浜
市

在
住
。
現
在
下
関
漁
港
で
も
水
揚
げ
し

て
い
る
近
海
手
繰
網
（
沖
合
底
び
き

網
・
２
そ
う
び
き
）
の
全
国
の
変
遷
を

■
金
子
司
展

２
月
８
日
（
日
）
～
18
日
（
水
）

台
湾　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
タ
イ
ペ
イ

■
や
す
ら
ぎ
の
「
贈
り
も
の
」
展

　

金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
23
日
（
金
）
～
27
日
（
火
）

東
京
都
町
田
市
能
井
谷
町
７
４
０　

可

喜
庵
（
０
４
２
・
７
３
５
・
５
７
１
１
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

２
月
３
日
（
火
）
～
９
日
（
月
）

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
高
島
２
︲
18
︲

１　

横
浜
そ
ご
う

　
　
（
０
４
５
・
４
６
５
・
２
１
１
１
）

■
陶
'09　

兼
田
昌
尚
展

２
月
17
日
（
火
）
～
23
日
（
月
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越

　
　
　
（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
伝
統
的
工
芸
品
展　

　
　

Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
２
０
０
9

　

萩
焼
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
伝
統

的
工
芸
品
が
一
堂
に
会
し
、展
示
・
販
売
。

２
月
26
日
（
木
）
～
３
月
３
日
（
火
）

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
１
︲
１
︲
25

　

東
武
百
貨
店
池
袋
店

　
　
　
（
０
３
・
３
９
８
１
・
２
２
１
１
）

■
茶
陶
ー
造
形
と
意
匠
に
み
る
現
在
性

　

三
輪
和
彦
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
18
日（
日
）
ま
で

岐
阜
県
多
治
見
市
本
町
５
︲
９
︲
１
た

じ
み
創
造
館
３
Ｆ　

多
治
見
市
文
化
工

房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヴ
ォ
イ
ス

　
　
　
（
０
５
７
２
・
２
３
・
９
９
０
１
）

■
21
世
紀
を
担
う
女
性
陶
芸
家
た
ち

　

三
輪
華
子
な
ど
14
人
の
作
家
に
よ
る

作
品
展
。

１
月
２
日
（
金
）
～
２
月
26
日
（
木
）

三
重
県
三
重
郡
菰
野
町
大
羽
根
園
松
ヶ

枝
町
21
︲
６　

パ
ラ
ミ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム　
（
０
５
９
・
３
９
１
・
１
０
８
８
）

■
金
子
信
彦
作
陶
展

１
月
21
日
（
水
）
～
27
日
（
火
）

大
阪
市
北
区　

阪
急
う
め
だ
本
店

　
　
　
（
０
６
・
６
３
６
１
・
１
３
８
１
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

３
月
３
日
（
火
）
～
９
日
（
月
）

大
阪
府
八
尾
市
光
町
２
︲
60　

八
尾
西

武
（
０
７
２
・
９
９
７
・
０
１
１
１
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

１
月
20
日
（
火
）
～
26
日
（
月
）

徳
島
市
寺
島
本
町
西
１
︲
５　

そ
ご
う

徳
島
店（
０
８
８
・
６
５
３
・
２
１
１
１
）

■
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ
・
ｂ
／
ｗ

　

金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
22
日
（
木
）
～
２
月
10
日
（
火
）

香
川
県
善
通
寺
市
大
麻
町
３
３
８　

灸

ま
ん
美
術
館

　
　
　
（
０
８
７
７
・
７
５
・
３
０
０
０
）

■
内
村
幹
雄
作
陶
展

１
月
２
日
（
金
）
～
12
日
（
月
・
祝
）

岡
山
県
岡
山
市
表
町
２
︲
１
︲
１　

岡

山
天
満
屋

　
　
　
（
０
８
６
・
２
３
１
・
７
１
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館
（
広
島
）

「
萩
か
ら
の
贈
り
物
」

　

萩
焼
の
特
価
販
売
、
海
産
品
や
、
夏

み
か
ん
加
工
品
の
販
売
な
ど
。
萩
焼
や

椿
の
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

２
月
19
日
（
木
）
～
24
日
（
火
）

広
島
市
中
区
紙
屋
町
２
︲
２
︲
２

　

お
い
で
ま
せ
山
口
館
（
広
島
）

　
　
（
０
８
２
・
５
０
４
・
７
０
０
１
）

■
山
口
県
在
住
・
出
身
作
家
小
品
展

　

藤
崎
恒
頼
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

１
月
５
日
（
月
）
～
31
日
（
土
）

周
南
市
若
宮
町
２
︲
27　

パ
レ
ッ
ト
画

廊
（
０
８
３
４
・
２
１
・
８
０
２
２
）

■
北
九
州
市
立
小
倉
城
庭
園
企
画
展

「
ち
り
め
ん
細
工
・
春
の
寿
ぎ
展
」

　

萩
市
在
住
で
、
日
本
玩
具
博
物
館
ち

り
め
ん
細
工
講
師
の
森
重
耐
子
さ
ん
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

３
月
８
日
（
日
）
ま
で

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内
１
︲

２　

北
九
州
市
立
小
倉
城
庭
園

　
　
　
（
０
９
３
・
５
８
２
・
２
７
４
７
）

■
「
新
し
き
年
展
」
濱
中
史
朗
新
作
展
・

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

日
本
伝
統
工
芸
展

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
兼
田
佳
炎
、

止
原
伸
郎
、
波
多
野
善
蔵
、
波
多
野

英
生
、
松
尾
藻
風
の
作
品
が
入
選
。

◆
高
松
展　

１
月
２
日
（
金
）
～
18

日
（
日
）
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
広
島
展　

１
月
21
日
（
水
）
～
２

月
８
日
（
日
）
広
島
県
立
美
術
館

◆
福
岡
展　

２
月
11
日
（
水
）
～
16

日
（
月
）
福
岡
天
神
岩
田
屋

◆
松
山
展　

２
月
24
日
（
火
）
～
３

月
２
日
（
月
）
三
越
松
山
店

第
55
回

萩
市
関
係

関
東
地
区

山
口
県
関
係

四
国
地
区

出
版
情
報

中
国
地
区

会期 会場
1月2日（金）〜6日（火） 高島屋大阪店
1月14日（水）〜20日（火） 高島屋京都店

1月28日（水）〜2月3日（火） ジェイアール
 名古屋高島屋

2月11日（水・祝）〜17日（火）高島屋東京店
2月25日（水）〜3月3日（火） 高島屋横浜店

九
州
地
区

関
西
地
区

山口県唯一の人間国宝で陶芸界の最高峰と評
される三輪壽雪さん。明治 43 年（1910）２月
４日生まれで、今年白寿を迎えられます。

海　

外

パリで初の

三輪休雪展

白寿

三輪壽雪展

鬼萩窯変割高台茶碗

「陶  愛と死の融合」
３月10日㈫〜５月９日㈯
フランス　パリ・三越エト

ワール　黒陶シリーズ、卑弥呼シリーズなど
初期から新作まで大作を含む 106 点。三越
エトワールでは、初の先鋭オブジェ作家展
　＊帰国展は８月下旬～９月に日本橋三越と
　　福岡三越で予定
主催：朝日新聞社・三輪休雪展実行委員会

十二代
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全
国
津
々
浦
々
の
土
産
銘
菓
の
中
か

ら
厳
選
。
フ
ル
カ
ラ
ー
で
１
０
０
０

点
以
上
を
紹
介
。
萩
か
ら
は
光
國
本
店

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
２
３
９
）
の
夏

蜜
柑
丸
漬
。

Ａ
５
変
型
判
／
８
３
２
ペ
ー
ジ

定　

価　

２
９
４
０
円

発　

行　

東
京
書
籍

■
季
刊
誌
「
大
器
プ
ラ
ス
」
２
０
０
８

年
秋
号

　

特
集
は
「
萩
の
七
化
け
、多
器
済
々
」。

萩
の
32
人
の
陶
芸
家
の
ほ
か
、
萩
陶
芸

家
協
会
会
長
三
輪
休
雪
さ
ん
に
聞
く
、

な
ど
。

Ａ
４
判
／
１
６
８
ペ
ー
ジ

定　

価　

１
５
０
０
円

出　

版　

新
日
本
教
育
図
書
株
式
会
社

発　

行　

大
器
出
版
局

　
　
　
（
０
３
・
３
３
４
１
・
７
１
８
３
）

■
三
輪
壽
雪　

白
寿
記
念
特
別
番
組

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
制
作
の
様
子
、
重

み
あ
る
言
葉
の
数
々
を
紹
介
。

放
送
予
定
日　

１
月
12
日
（
月
・
祝
）

午
後
４
時
～
４
時
30
分

放
映
局　

Ｙ
Ａ
B
山
口
朝
日
放
送

■
「
ク
イ
ズ
と
こ
と
ん
城
下
町
！
」

　

タ
レ
ン
ト
の
松
村
邦
洋
や
中
島
誠
之

助
ら
が
、
萩
城
跡
、
明
倫
館
、
野
山
獄

な
ど
で
出
題
さ
れ
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。

放
映
予
定
日　

１
月
30
日
（
金
）
午
後

７
時
30
分
～
８
時
43
分

放
送
局　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
（
中
国
５
県
）

と
り
ま
と
め
た
。
萩
地
区
で
も
昭
和
30

年
代
ま
で
み
ら
れ
た
が
、
萩
漁
場
が
優

良
な
た
め
、
そ
の
後
小
型
底
び
き
網
に

転
換
。
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
・
中
央
水
産
研
究
所
に
勤
務
。

Ａ
５
版
／
１
５
７
ペ
ー
ジ

定　

価　

３
９
９
０
円

発　

行　

北
斗
書
房

■
「
夕
映
の
空
」　　
　

黒
田
文
彦
著

　

著
者
は
、
昭
和
９
年
下
関
市
生
ま
れ
、

萩
高
４
期（
昭
和
27
年
卒
）で
、
東
京
都

杉
並
区
在
住
。

　
「
私
に
よ
れ
ば
松
陰
の
生
涯
は
留
魂

録
を
書
き
終
え
、
翌
日
、
刑
死
す
る
ま

で
が
空
白
な
の
で
あ
り
、
い
ち
ば
ん
大

事
な
人
生
の
期
間
で
あ
る
。
そ
の
世

に
知
ら
れ
て
い
な
い
空
白
を
埋
め
た
い
、

と
か
ね
て
思
っ
て
い
た
。
人
と
生
ま
れ

て
１
５
０
年
前
の
青
年
の
最
期
の
き
ら

め
き
が
、
私
に
と
り
つ
い
て
離
れ
な
い

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
と
も

あ
れ
「
夕
映
の
空
」
は
私
の
さ
さ
や
か

な
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
松
陰
の
生

涯
の
ご
と
く
短
く
。」（
著
者
よ
り
）

問
い
合
わ
せ　

マ
シ
ヤ
マ
印
刷

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
１
１
０
３
）

■
「
全
国
五
つ
星
の
手
み
や
げ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
朝
子
選

佐
村
千
寿
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

岩
﨑
玲
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
豊
野
町
）

木
村
英
彦
さ
ん　
（
大
阪
府
泉
大
津
市
）

加
賀
山
千
寿
子
さ
ん（
大
阪
府
摂
津
市
）

富
澤
雅
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

前
原
和
子
さ
ん　
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

村
田
豊
孜
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

真
渕
玲
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
豊
野
町
）

佐
藤
光
恵
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

木
下
美
恵
子
さ
ん　
（
大
阪
府
豊
中
市
）

上
崎
孝
夫
さ
ん（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

小
島
教
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
調
布
市
）

可
知
陽
子
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
坂
戸
市
）

佐
藤
省
吾
さ
ん　
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）

高
嶋
宏
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
大
田
区
）

大
和
勝
輝
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

テ
レ
ビ
・
音
楽
情
報

片
山
繁
子
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
三
郷
市
）

尾
木
純
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

原
嘉
昭
さ
ん　
　
　
（
山
口
県
下
関
市
）

斉
藤
秀
雄
さ
ん（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

石
津
博
史
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
北
本
市
）

原
田
典
子
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

萩
事
務
機
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
（
萩
市
）

金
子
塗
装
店　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

石
川
博
子
さ
ん　
（
千
葉
県
習
志
野
市
）

岩
﨑
正
登
さ
ん　
　
（
大
阪
府
高
石
市
）

林
澄
江
さ
ん　
　
　
（
山
口
県
下
関
市
）

手
島
美
由
紀
さ
ん（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

一
来
毅
さ
ん　
　
　
（
茨
城
県
守
谷
市
）

栗
田
誠
之
さ
ん　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

金
子
起
美
代
さ
ん（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

山
中
沙
代
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
萩
市
）

全
国
ほ
と
ん
ど
の

金
融
機
関
で
年
会
費
の
口
座
振
替
が
で
き
ま
す

新
た
に
口
座
振
替
に
さ
れ
た
方
に

萩
関
連
グ
ッ
ズ
を
進
呈
！

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
で
は
、
更

新
手
続
き
の
い
ら
な
い
口
座
振
替

（
自
動
引
き
落
し
）
を
推
進
す
る
た

め
、
今
年
か
ら
、
全
国
ほ
と
ん
ど
の

金
融
機
関
（
都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
、

信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
な
ど
）

で
年
会
費
の
口
座
振
替
を
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
新
た
に
口
座
振
替
に
さ
れ
た

方
に
萩
関
連
グ
ッ
ズ
を
進
呈
す
る
特

典
も
始
め
ま
し
た
の
で
、
是
非
こ
の

機
会
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
申
込
方
法　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
会
事
務
局
（
萩
市
広
報
課
内
）

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
７
８
）
へ
。

後
日
、「
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

■
製
作
意
図

　

世
界
的
思
想
家
、
教
育
者
と
評
さ

れ
た
「
吉
田
松
陰
」
先
生
の
短
く
も
、

熱
く
、
純
粋
な
生
涯
を
女
因
「
高
須

久
子
」
の
目
を
通
し
て
描
く
こ
と
で
、

「
志
」「
情
熱
」「
愛
」
を
も
う
一
度

考
え
て
み
た
い
の
で
す
。
今
年
の
没

後
１
５
０
年
、
来
年
の
生
誕
１
８
０

年
の
期
に
我
々
の
誇
り「
吉
田
松
陰
」

吉
田
松
陰
の
映
画

「
獄
（
ひ
と
や
）
に
咲
く
花

 

ー 

吉
田
松
陰
の
恋
」

５
〜
６
月
に
撮
影

10
月
に
全
国
順
次
公
開
予
定

先
生
を
堂
々
と
日
本
に
、
世
界
に
知

ら
し
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
製
作
概
要

◦
タ
イ
ト
ル　
「
獄
（
ひ
と
や
）
に

咲
く
花 ―  

吉
田
松
陰
の
恋
」

◦
原
作　

古
川
薫「
野
山
獄
相
聞
抄
」

（
文
庫
版
で
は
「
吉
田
松
陰
の
恋
」）

◦
企
画　

前
田
登（
㈱
グ
ロ
ー
カ
ル
・

ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
代
表
取
締
役
社
長
）

前
田
海
産
㈱
代
表
取
締
役
会
長
（
下

関
市
）
で
、映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

で
は
総
指
揮
の
立
場
か
ら
映
画
づ
く

り
を
支
え
た

◦
制
作　

㈱
松
竹
京
都
撮
影
所

◦
監
督　

石
原
興

し
げ
る

◦
井
上
商
店
の「
し
そ
わ
か
め
」「
夏
み

か
ん
わ
か
め
」
の
セ
ッ
ト
を
先
着
20
名

様
に
。

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

ま
で
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

Ａ５判 /103 ページ
定価　1,000 円

（
10
月
26
日
〜
12
月
17
日　

32
人
）
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　萩市の沖約 45㎞にあり、本村と宇津
の二つの集落がある。正観音を祀る宇
津観音堂や、7 ～ 10 世紀頃の古墳と
いわれるジーコンボ古墳群などがあり、
動物では見島牛と見島カメという二つ
　　の国指定天然記念物がある。野鳥
　　の島としても全国的に知られ、多
　　　　　くのバードウォッチャーた
　　　　　ちが訪れている。（表紙写真
　　　　の野鳥はタイワンハクセキレイ）

国境の秘島・見島表紙

■人の動き（平成20年11月末日）
　萩　市：人口／56,683人　男／26,020人　女／30,663人　世帯数／24,501世帯
　阿武町：人口／  4,031人　男／  1,788人　女／  2,243人　世帯数／　1,631世帯

冠婚葬祭をはじめ、催事の後の宴席に必
ず差し出された一品が、萩名物として名
高い「いとこ煮」です。古く藩政時代か
ら、武士階級よりもむしろ町民や農民の
生活に深く溶け込んだ郷土料理であった
ようです。冷ました状態で、塗り物の小
茶碗か木製の椀に入れて食膳に供するの
が本式です。
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けんちょうは、広く山口県全域に伝わる
寒い時期のご馳走。大根、にんじん、里
芋、豆腐などが主な材料。木綿豆腐を、
油を引いた鍋で焦げ目が付くまで砕きな
がら炒め、これに根菜類を加え加熱しま
す。いりこ出汁をベースに塩・醤油・味
醂・砂糖で最後に味を調えます。

イカの胴にもち米を詰めて、醤油・味醂・
清酒のタレで煮付けるおなじみの料理
法。ゲソ(腕足)の部分も細かく刻んで
もち米に混ぜます。手間のかかる料理な
ので、普段の食卓に並ぶことはなく、もっ
ぱら来客時のおもてなし料理として作ら
れてきたようです。

金銀豆腐は揚げた豆腐を薄味で煮含めた
料理で、外側の揚げた面を金、切り口の
豆腐の色を銀に見立てたもの。普段使い
のおかずというより、主にお盆や仏事の
際に供された萩地方独特の精進料理。時
間と手間隙のかかる料理だけに、作り手
の心が通い、その上品な味はお客様に喜
ばれたという

沖での食事、おかずはもちろん漁獲した
獲物。手間を掛けずに簡単にということ
で、売物にならない小型真鯛をブツ切り
にして、船に積み込んでいる大根など
の野菜も一緒に甘口醤油で濃い目に煮付
け、それを丼飯の上に載せて食べるのが
「真鯛のあら煮丼」。

茶粥を食べる風は全国的に分布してい
ますが、萩の茶粥は独特の味と風格を
誇ると言います。もちろん、前夜の残
り茶を煮返し、残飯を入れて作ったよ
うな茶粥は、外見は似ていても全くの
別物。残り物は一切使わず、新しい材
料で手間隙を掛けて作る茶粥が萩流の
本式のようです。
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